 2001/12/12 演習Ⅰ


第19章 気候変動

用語・意味：

· P275の地球温暖化による影響の部分で、温暖化が進むことにより、多くの被害をもたらす可能性のある影響といくつかの有益な影響があるとあるが、具体的に有益な影響とは何か？（植田、三浦、奥村）

· 274ページの6行目あたりまでの意味が分かりません。（植村）

· Box19.4の表の見方が良く分かりません。特にマイナスになっているところがあるのですがどうしてそうなるのですか？（田手）

· P275で「人類の場合、きわめて大きな辛苦とストレスによる費用がかかる。」としていますが、具体的にはどういうことですか？（大八木）

解決策：

· 予防的アプローチを実施するのは、とても困難ですが、実現するとかなり期待できる政策だと思います。実際のCO2排出許可証取引制度の、解決されなければならない問題点がP286に1.2.3とありますが、2.3について、どのような解決策があるのだろう?  （木村）

· 地球温暖化京都会議で各国の温室効果ガスの排出削減数値目標が定められましたが、これらの目標は達成したのか？（伊崎三由紀）
· P286にあるようにフリーライダーの存在が問題になってくると思うのですが、具体的にどのような解決方法があるのですか？（尾崎）
· 気候変動条約に加盟している国はどのような国があげられますか？（宮腰）
負担の公平性：

· 発展途上国で大量のエネルギーが必要なのはわかるが、そんなことを言ってたら地球は守れないんじゃないでしょうか？（山崎）⇒絶対量は？公平性？
· 環境政策の各国の負担を公平にするためにはどうすればいいと思いますか。（大埜）

· 国際間の条約で、たとえ被害を受ける国が出るとしても、それが少数なものなら地球全体の環境悪化による各国への代償を考えた場合、仕方のないことだといわざるを得ないのではないか？（田中）⇒国益に反する条約を受け入れられるのか？？

感想・意見：

· 途上国は経済発展のためCO2排出が増えてしまうだろうが、世界規模でカバーして削減するには複雑な問題があることがわかった。と同時に個人レベルでCO2の排出抑制につながるライフスタイルをとることも大きく関わってくると思いました→こたつの温度を高から中にするだけで一ヶ月１．５ｋｇ減etc...（川又）

· 気候変動によって起こるかもしれない有害な影響と気候の急速な変移による攪乱効果は深刻なものになっています。しかし現在、地球温暖化が生じていることの明らかな兆候があるとは断定できていない。このままほっておいていいのでしょうか？早期の対応が必要だと思いました。（清水）
· 政策を採ることによって技術開発や人の意識をもっと向上させ、そうすることによって気候変動や異常気象を抑制していくべきだ。（小山）
· もっとも有効であろう排出許可証制度は、政治的合意が最大のネックとなっているようですが、損得勘定のみでは、また相互に歩み寄る姿勢を見せない限り、この合意は平行線をたどっていくように感じます。（伊崎慶介）
· 地球温暖化効果にCO2がだんとつで影響を及ぼしいていたのが驚きました。（市村）
第20章 経済学とオゾン層

用語・意味：

· Box20.4はフロン排出をすべて停止した場合を想定しているがそんなことは可能か？（入江）

· P295で「そのような経験は「持続可能性」や「コンスタントな総資本」の考えとおよそ一致する。」としていますが、これはどのような考えなのでしょうか？（大八木）
解決策：

· フロンの替わりとなる物質は何なのか？また、その物質は環境に対して安全なのか？（伊崎三由紀、梅原）
· この章を読んで、フロンが廃止へ向かっていく過程がわかりましたが、その後フロンに代わる代替フロンの排出増加がまた問題になると思いますがどうでしょうか。(代替フロンはオゾンには影響が無くても温室効果が二酸化炭素の数千倍あるそうですが...)（川又）

· P295のL．8でフロンを他の物質で代替する費用はそれほど高くないとあるが、現在代替フロンも使用禁止になったという話を聞くが代替フロンからまた別の物質に変えることも前者と同じ事が言えるのか？（植田）

取組：

· 日本ではフロン削減の政策としてどのような事が行なわれているのですか？（宮腰）

· オゾン破壊がもたらすものに・人間の健康への影響・生態系への影響がありますがそれぞれの対策として具体的な政府や企業の対策はどのようなものですか？また我々は何をしなければならないですか？（三浦）⇒グリーンコンシューマー
· オゾン層の破壊について国際的な合意の調印に対してのスピードは、とても速いものでしたが、その他の問題に対してもこのようにすばやく対応はできないのでしょうか？（尾崎）⇒なぜスピードが速かったのかその原因を分析することによって、可能性を探ることは可能

感想・意見：

· Box20.1に1988年までにオゾン層は6%薄くなったとある。それで、293ページには、オゾンが1%減ると・・・といろいろ書いてある。これは大変だと思った。（植村）

· 健康に悪影響のある化学物質は、たくさんあると思います。それらをフロン同様に、代替物質で担えると良いなぁと思いました。（木村）

· フロンガスへの取り組みから分かるように、やはり不確実性が明白になる事によって問題への対策がスムーズにいき少しずつではあるが解決に向かっている事が分かった。このように他の問題に関しても研究をより高度にしていくべきだと思う。例えばであるが、研究の分野により多くの資金をつぎ込んだり、研究技術発展の為にお金を使うべきであると思う。将来の環境について考えるならば、現在においてリスクを背負うべきであると思う。（田手）

· フロンを抑制すれば大きな利益を得ることが出来ることがわかりました。（大埜）

· オゾン層破壊問題とフロン削減の早期対応により、モントリオール議定書が結ばれました。それによりオゾン層破壊に影響を及ぼす速度を過大視しなかった。その他の問題も早期の対応が必要ではないかと思った。（清水）
· 様々な地球規模の環境問題は、解決のための費用等の大きな障害となる問題が含んでいようと、何かしらの政策を実行して解決へ向け国際的な協調と努力を必要とするものである事には変わりないと思う。（田中）
· フロンによる影響は遅れて効果をもたらすので今、大気中に存在しているフロンをどうするかも考えなければならない。（小山）
· Box20.5より、フロン抑制によってこんなにも便益を得ることができうるとは正直驚きました。しかし、フロンの代替費用が高かったり、確信性がなければ、オゾンはもっと深刻は状態に陥っていたでしょうね。（伊崎慶介）
· フロンの問題で成功したのは、国際的な合意に対してのスピードが速かったのが一番の要因だと思うので、他の地球規模の環境問題に対しても早急な合意が必要だと思います。（奥村）

· オゾン層がいかに大切かが分かりました。（市村）

朝日新聞: 「窓」―緑の冷蔵庫
　松下、日立、東芝の家電各社が新タイプの冷蔵庫を発売する。オゾン層を壊すフロンも、温暖化を起こす代替フロンも使っていない。
　この冷蔵庫の誕生には、ちょっとした歴史がある。もともと冷蔵庫には、断熱用の発泡剤と冷媒にフロンが使われていた。８９年にフロン規制が始まったとき、世界の家電メーカーは代替フロン類に切りかえようとした。　そこに待ったをかけたのが環境保護団体のグリーンピースだ。彼らは、自然物質である炭化水素類を使う冷蔵庫の開発を旧東独の小さな会社に委託、成功していた。
　各地で展示会を開いて市民運動を起こし、欧州の大メーカーに商品化を要請した。その結果、９６年ごろにはドイツの新製品の９割がこの「緑の冷蔵庫」になった。日本の家電メーカーを変えなければ世界は変わらない、とグリーンピース・ジャパンも運動した。だが、メーカーの説得は容易でなかった。発泡剤はやがて炭化水素に代わった。しかし、冷媒の方は代替フロンのままで、メーカーは「炭化水素は燃える。漏れて電気火花で着火したら……」といい続けた。横並びの消極性を感じたものだ。
　冷蔵庫から代替フロンが消えると、残る大物はカーエアコンだ。代替フロン回収制度ができつつあるが、根本的な解決にならない。
　そこで、自然冷媒を使うカーエアコンの開発に世界中が躍起となっている。最初に発売するのはどこか。日本のメーカーに期待したい。〈敬〉
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